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ヘッドライン　免疫の化学
　1980 年にWHOは天然痘の根絶を宣言し，20 世紀中に人類は感染症を克服できると期待
されていた。しかし，2003 年の重症急性呼吸器症候群（SARS）の流行，2020 年には新型
コロナウイルス感染症（COVID-19：coronavirus disease 2019）の拡大で，感染症研究の
重要性に改めて気づかされた。そのほか，インフルエンザ，デング熱，エボラ出血熱，多剤
耐性菌などの感染症の懸念に人々は晒されている。また，アレルギー，じんましん，喘息，
花粉症など，多くの人が免疫の異常反応に悩まされる現状がある。そこで，アレルゲンや病
原体と免疫細胞との相互作用，免疫疾患の発症，抗原抗体反応の応用など，免疫と化学の関
わりについて解説する。
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次号ヘッドライン 接着と接合の化学

　茨城県立並木中等教育学校は，茨城県立初の中等教育学校として平成 20 年に開
校し，14 年目を迎えます。前身である茨城県立並木高等学校の校訓「自制・自律・
自尊」を引き継ぎ，人間教育，科学教育，国際教育を教育の柱とした 6年間の中高
一貫教育を行い，次代の日本・世界の発展を担う「人間力」を備えたグローバル
リーダーの育成に取り組んでいます。
　平成 24 年より文部科学省のスーパーサイエンスハイスクールの指定を受け，今
年度 2期 10 年目を迎えます。これまでに，ISEF（国際学生科学技術フェア）特別
賞，日本学生科学賞学校賞（中学校の部）等の受賞歴があります。

表紙の言葉　茨城県立並木中等教育学校


